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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】
１【主要な経営指標等の推移】

回次
第96期
第１四半期
連結累計期間

第97期
第１四半期
連結累計期間

第96期

会計期間
自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日

自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日

自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日

営業収益 （千円） 9,158,348 8,875,735 36,085,949

経常利益 （千円） 94,764 34,684 412,130

四半期（当期）純利益 （千円） 44,565 6,672 60,243

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △44,950 164,232 △137,649

純資産額 （千円） 9,999,037 9,937,143 9,852,039

総資産額 （千円） 29,301,700 29,218,761 29,169,845

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 3.26 0.49 4.40

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 33.5 33.4 33.1

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

３．営業収益には、消費税等は含まれておりません。　

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれて

いる事業の内容について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】
１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関す

る事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価

証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び

連結子会社）が判断したものであります。

(1）経営成績の分析

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響による停滞から持ち直し

つつあるものの、欧州の債務危機問題や、長期にわたる円高、電力供給の制約や原油高の影響等懸

念すべき問題も多く、依然として不透明な状況が続いております。

　当社グループが属する物流業界につきましては、個人消費の伸び悩みによる国内貨物の減少、得

意先からの受託料金の低下、燃料価格の高止まりなどにより、取り巻く環境は極めて厳しいもので

ありました。

　このような状況の中で当社グループは、「日本一信頼される企業グループ」を目指し、収益力の

向上および経営基盤の強化、国際物流事業の拡大、ＣＳＲ経営の推進を経営目標としてグループ一

丸となって取り組みました。

　営業成績につきましては、ベトナムを中心とした海外事業の拡大、前年度の期中に新設した営業

所の収益が寄与したものの、前年度において一時的に増加した建材および食品関連の震災需要が

収束したため、減収減益となりました。

　その結果、当第１四半期連結累計期間の営業収益は88億75百万円（前年同期比3.1％減）、営業利

益は53百万円（同49.7％減）、経常利益は34百万円（同63.4％減）、四半期純利益は６百万円（同

85.0％減）となりました。

　

　セグメント別の業績は次のとおりであります。

①貨物自動車運送事業

　営業収益につきましては、阪神ロジテム株式会社において、新規得意先の業務を受注したものの、

ロジテムトランスポート株式会社において、既存得意先の取引範囲が縮小したため、減収となりま

した。営業利益につきましては、当社において、車両稼働率が向上したことなどから、増益となりま

した。

　その結果、営業収益は44億50百万円（前年同期比1.2％減）、営業利益は２億72百万円（同6.0％

増）となりました。

　当事業の営業収益は、当社グループ営業収益全体の50.1％を占めております。
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②センター事業

　営業収益につきましては、当社において、前年度の震災に伴い一時的に増加した食品関連の取扱

数量が減少したものの、前年度の期中に新規得意先の業務を受注したことなどから、増収となりま

した。営業利益につきましては、当社において、新規得意先に対する倉庫内作業の効率化の遅れな

どから、減益となりました。

　その結果、営業収益は15億42百万円（前年同期比3.6％増）、営業利益は１億18百万円（同0.7％

減）となりました。

　当事業の営業収益は、当社グループ営業収益全体の17.4％を占めております。

　

③アセット事業

　当社において、前年度の期中に新規得意先の業務を受注したものの、前年度の震災に伴うスポッ

ト契約の倉庫の需要が今年度は無かったことなどから、減収減益となりました。

　その結果、営業収益は14億70百万円（前年同期比2.9％減）、営業利益は１億78百万円（同16.1％

減）となりました。

　当事業の営業収益は、当社グループ営業収益全体の16.6％を占めております。

　

④その他事業

　ロジテムベトナム№1（LOGITEM VIETNAM CORP.NO.1）において、旅客自動車運送事業が拡大した

ものの、ロジテムエンジニアリング株式会社において、前年度に受注した復興需要に伴う仮設住宅

の内装工事が終了したことなどから、減収減益となりました。

　その結果、営業収益は14億12百万円（前年同期比14.4％減）、営業利益は１億72百万円（同

19.0％減）となりました。

　当事業の営業収益は、当社グループ営業収益全体の15.9％を占めております。　

　

(2）財政状態の分析

(資産)

　流動資産は、前連結会計年度末に比べて６百万円増加し、81億21百万円となりました。固定資産

は、前連結会計年度末に比べて42百万円増加し、210億97百万円となりました。この結果、総資産は

前連結会計年度末に比べて48百万円増加し、292億18百万円となりました。

(負債)

　流動負債は、前連結会計年度末に比べて76百万円減少し、106億68百万円となりました。固定負債

は、長期借入金が96百万円増加したこと等により、前連結会計年度末に比べて40百万円増加し、86

億13百万円となりました。この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて36百万円減少し、192

億81百万円となりました。

(純資産)

　純資産合計は、為替換算調整勘定が１億36百万円増加したこと等により、前連結会計年度末に比

べて85百万円増加し、99億37百万円となりました。

　　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

　

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】
１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】
種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 39,000,000

計 39,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成24年６月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成24年８月10日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,833,109 13,833,109

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数は1,000株であり

ます。

計 13,833,109 13,833,109－ －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成24年６月30日 － 13,833,109 － 3,145,955 － 3,189,989

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、該当事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認

できず、記載することができませんので、直前の基準日である平成24年３月31日の株主名簿に

より記載しております。

①【発行済株式】

　 平成24年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　　　146,000
－ 単元株式数　1,000株

完全議決権株式（その他）
普通株式　　　　

13,672,000
13,672 同上

単元未満株式 普通株式　　　　15,109 － －

発行済株式総数 13,833,109 － －

総株主の議決権 － 13,672 －

（注）　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。

　

②【自己株式等】

　 平成24年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

日本ロジテム株式会社
東京都品川区荏原１－19－

17
146,000 － 146,000 1.06

計 － 146,000 － 146,000 1.06

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】
１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」

（平成19年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年４

月１日から平成24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年

６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レ

ビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,826,177 2,194,910

受取手形及び営業未収入金 ※
 4,917,898

※
 4,536,298

その他 1,373,903 1,393,301

貸倒引当金 △3,531 △3,442

流動資産合計 8,114,447 8,121,068

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,765,166 4,707,432

土地 6,811,190 6,811,190

その他（純額） 1,691,009 1,704,333

有形固定資産合計 13,267,366 13,222,956

無形固定資産 709,081 679,083

投資その他の資産

敷金及び保証金 5,340,662 5,351,573

その他 1,790,838 1,896,587

貸倒引当金 △52,551 △52,506

投資その他の資産合計 7,078,950 7,195,653

固定資産合計 21,055,398 21,097,693

資産合計 29,169,845 29,218,761

負債の部

流動負債

営業未払金 2,299,942 1,935,118

短期借入金 6,042,545 6,026,035

賞与引当金 314,445 99,440

その他 2,087,774 2,607,826

流動負債合計 10,744,708 10,668,421

固定負債

社債 1,390,000 1,370,000

長期借入金 4,679,287 4,775,726

退職給付引当金 464,948 467,425

役員退職慰労引当金 361,309 359,412

その他 1,677,553 1,640,631

固定負債合計 8,573,098 8,613,196

負債合計 19,317,806 19,281,617
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,145,955 3,145,955

資本剰余金 3,190,060 3,190,060

利益剰余金 4,455,425 4,407,352

自己株式 △36,461 △36,461

株主資本合計 10,754,979 10,706,906

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,597 1,296

為替換算調整勘定 △1,090,438 △953,522

その他の包括利益累計額合計 △1,087,841 △952,226

少数株主持分 184,901 182,463

純資産合計 9,852,039 9,937,143

負債純資産合計 29,169,845 29,218,761
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

営業収益 9,158,348 8,875,735

営業原価 8,355,735 8,133,352

営業総利益 802,613 742,383

販売費及び一般管理費

人件費 458,191 454,824

その他 237,270 233,622

販売費及び一般管理費合計 695,461 688,446

営業利益 107,152 53,936

営業外収益

受取利息 10,578 7,733

受取配当金 3,548 2,331

受取手数料 6,189 6,657

持分法による投資利益 6,744 10,128

その他 9,353 7,850

営業外収益合計 36,414 34,700

営業外費用

支払利息 44,714 40,887

その他 4,087 13,064

営業外費用合計 48,802 53,952

経常利益 94,764 34,684

特別利益

固定資産売却益 922 8,383

特別利益合計 922 8,383

特別損失

固定資産除売却損 1,899 4,629

特別損失合計 1,899 4,629

税金等調整前四半期純利益 93,788 38,438

法人税、住民税及び事業税 48,459 38,778

法人税等調整額 △12,254 △7,329

法人税等合計 36,204 31,448

少数株主損益調整前四半期純利益 57,583 6,990

少数株主利益 13,017 317

四半期純利益 44,565 6,672
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 57,583 6,990

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 8,877 △1,099

為替換算調整勘定 △111,491 158,110

持分法適用会社に対する持分相当額 79 231

その他の包括利益合計 △102,534 157,242

四半期包括利益 △44,950 164,232

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △42,394 142,287

少数株主に係る四半期包括利益 △2,556 21,945
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【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月

１日以後に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しており

ます。

　これによる当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与え

る影響は軽微であります。

　

　

　　

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　※四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしており

ます。なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末

日満期手形が四半期連結会計期間末日残高に含まれております。
　

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成24年６月30日）

受取手形 79,150千円 85,927千円

　

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含

む。）及び負ののれんの償却額は、次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

減価償却費 245,381千円 253,558千円

負ののれんの償却額 703 〃 703〃
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（株主資本等関係）

前第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月16日

取締役会
普通株式 54,747 4.00平成23年３月31日平成23年６月13日利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半

期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月15日

取締役会
普通株式 54,745 4.00平成24年３月31日平成24年６月12日利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半

期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

   報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

　

報告セグメント
その他事業
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

貨物自動車
運送事業

センター事業 アセット事業 計

営業収益 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への営業収益 4,505,0491,488,2851,513,5897,506,9241,651,4249,158,348 － 9,158,348

セグメント間の内部収益

又は振替高
－ － 6,829 6,829 600 7,429 △7,429 －

計 4,505,0491,488,2851,520,4187,513,7541,652,0249,165,778△7,4299,158,348

セグメント利益 257,262118,896212,983589,142212,575801,718△694,566107,152

（注）１　「その他事業」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、報告セグメントに関連する事

業（引越移転事業、施工関連事業、輸出入貨物取扱事業、通関事業、港湾関連事業、労働者派遣事業、損害保険

代理店業、物品販売業、総合リース業、旅客自動車運送事業等）であります。

２　セグメント利益の調整額△694,566千円には、セグメント間取引消去895千円、各セグメントに配分していない

全社費用△695,461千円が含まれております。全社費用は、主に各セグメントに帰属しない総務、人事、経理等

管理部門に係る費用であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

   報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

　

報告セグメント
その他事業
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

貨物自動車
運送事業

センター事業 アセット事業 計

営業収益 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への営業収益 4,450,0261,542,4871,470,3947,462,9081,412,8278,875,735 － 8,875,735

セグメント間の内部収益

又は振替高
－ － 6,649 6,649 － 6,649 △6,649 －

計 4,450,0261,542,4871,477,0447,469,5581,412,8278,882,385△6,6498,875,735

セグメント利益 272,780118,081178,706569,568172,220741,788△687,85153,936

（注）１　「その他事業」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、報告セグメントに関連する事

業（引越移転事業、施工関連事業、輸出入貨物取扱事業、通関事業、港湾関連事業、労働者派遣事業、損害保険

代理店業、物品販売業、総合リース業、旅客自動車運送事業等）であります。

２　セグメント利益の調整額△687,851千円には、セグメント間取引消去594千円、各セグメントに配分していない

全社費用△688,446千円が含まれております。全社費用は、主に各セグメントに帰属しない総務、人事、経理等

管理部門に係る費用であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 3円26銭 0円49銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額（千円） 44,565 6,672

普通株主に帰属しない金額 － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 44,565 6,672

普通株式の期中平均株式数（千株） 13,686 13,686

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２【その他】

　平成24年５月15日開催の取締役会において、平成24年３月31日の株主名簿に記録された株主に対

し、次のとおり期末配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　 54,745千円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　 ４円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　 平成24年６月12日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 
 

平成24年８月10日

日本ロジテム株式会社

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 星　　野　　正　　司　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 會　　田　　将　　之　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 根　　本　　知　　香　　㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日
本ロジテム株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会
計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日
から平成24年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損
益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠し
て四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表
示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及
び運用することが含まれる。
　
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財
務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる
四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して
実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国
において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて
限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に
公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本ロジテム株式会社及び連結子会
社の平成24年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を
適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

以　上
　
　
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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